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本体色 :肌色(70%)+オ レンジ(30%)
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`色
にはフラントベース(つや消し剤 )を入れるとよいでしょう.

中ヽ′

1口:HEAVY METALkマ BAL‐ BUD''
ポセイグルの近衛師国により開発が行われたバル‐フドは、地上r宇宙両用の
B級ヘビーメタルである。しかし、かってのアローン、グライヤといった、いわ
ゆるB級然としたヘビーメタルと比べ、その洗練されたデザィンとパワーはA級
ヘビーメタルと比べても決して劣るものではない。本来 B級ヘビーメタルは、A
級ヘビーメタルに準する人型戦開マンンとして、大量生産が困難なA級ヘビーメ
タルを補う為に開発されたものである.基本構造はA級とほぼ同じであったが、
使用される材料が質的に劣つている為、
それが各機能に影響しその性能はA級に
比べはるかに劣るものであった。しかし
数を満たすための B級ヘビーメタルの生
産は結局は損害の増加を招くこととなる.
B級ヘビーメタルの性能向上の要求は必
然であつた。そのような状況の中で生ま
れた B級ヘビーメタルのひとつがこのパ
ル‐プドである.限られた資源を最大限
に活用し性能を高めたB級ヘビーメタル
はA級ヘビーメタルに限りなく近いもの
となった。基本構造に大きな差異はない

ため実戦においてはその用兵、状況によ
って、また、個々のヘビーメタルの状態
バイロットの腕次第ではA級に対し、互
角もしくはそれ以上の能力をも出し得た。
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BAN DA:MECHAN:CA L FlLE-lHEAVY METAL BAL‐ 3UD

エルガイム ンチヤー

バワー伝導パイブ

性能とともにそのデザインもA級

と見まちがうばか 1,のパル
‐ブドで

あるが、強いてA級 との外見上の相異

をあげるならば、脚部に露出したス

タビライザーという点がある.A級
と違いスタビライザーンステムが無

い為にこの様な形になってtヽ る.

バル‐プドの最大の特徴はエルガ

イム級の強力なバワーランチャーの

使用が可能であるという点である.

これは両院に装備されたA級のパワ

ーュニットによるもので、腕に露出

しているバイブはパワー伝導バイフ

である.そ の他の武装としてはセイ
バ

ーを装備することができるが、これは

常時脚部のスペースに収納|されている。

バルーフドはその開発当初より地

上のみならず、宇宙空間における使

用も前提とされている。 A級ベビー

メタルに見られるような背面のパー

ニヤは可変式になっており、両脚部

のフロッサーノズルと共に、宇宙空

「。うにおける微妙な姿勢制御に多大な

効果をもつものである.

構造は従来のヘビーメタルと同様

でムーバル・フレーム(可動骨格)と

アーマーによ1,構成されており、動

力にはツーラージェネレーターが使

用され、各関節部は,スベンション

やカムとンヤフトにより運動する.

また、肩関節にはダブルボールジョ

イントが、股関節にもボールジョイン

トが用いられてお1'かなり複雑な可動

が可能となっている。胸部プロツクと

腰部フロックをつなぐ腹部ジョイント

はエルガイム同様ラバーでおおわれ

ており′ヽリアプルなものとなっている。
バル‐プドベの搭乗については、
バィロットは後頭部にあるハッチを

使用する。
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●ビニールチユープ(大 )… l

●ビニールチュープ(細 )¨ l
●接着剤
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篠ヌ含υ rン,ィ ホビー事■部

椰ユなこわしたり.な くした=OL晨 り椰
品をぉ  ■郵送■ヵ̀ lη 円を■ |;寺は不足

'を
餞求させ

わ
`1し

ます.螂 呂た文ヵ― ド,に必要な部品の手  てぃたださます」 a面
の時は残会をお退 しし

号・敗■を1'っ き

'■
ぃて切 り取り.綺●分のぅ  `,(お 恙 '′

する38の 形状.数■ .■■により

手 い 品代と当社からの郵辮 )と
い 0し よに1, 4る ■合があ

`′ =す
)

●に入れてお申しこ.,く ださぃ.ぁなた0お名o. ★もし部..に不良品o`ご
ざいましたらその部品を

住Й.■硬
=ぅ
は.■ し(.わかりやす(■ いて  切つと

'・

商品名を,いて当社までお送 ,〈 ′・

くだ。ぃ.                   さい.良品と交換させていたださます.

部品の■をは1●40円 .郵送■は120円 です.部  豪当社では百品の力信瞑売やら`売
ワ|`行 なってお

品代と郵送料の合計料金を切手に■■し (0手 に  りません.
tて )必ず部品注文ヵ_卜 とい。しょに対綺に入れ 豪■み立て途中

のキ′い 返島・と

'か
κl'でき

れてください.0■合は入れなぃでくださtヽ.    ません.

延置口D 1_!44バ ,レブ ド

●注文された理由(■ でかこむ)

こゎした  なくした

■申 し込み先 〒424静岡県清水市西久保305珈
′(ンダイ静岡工場サービスセンター・部品慄 TELく 0543〉 65-5315

●要な部品の番号・数量をかく

G日冒困1国|ロロロロロ, 1意 1是官I;綺1,::糖導[11ltl:i
●塗、鰤 には有壺着用が含まれており.鮨 吸うとくせにt:ることがあ
り.●豪を書することもあるので故意に吸わないでください.塗料や動 を

使ぅ時および使つたあと.しばらくの日憲を厠け、換気をよくしてくださ
い。

●人気のあるところではeヽC使円しないでください.

0幼児の手のロカないところに,存し.いたすらをしないように.注意し
てくだ

さい。
●残つた塗料、接な剤は、ふだをして、百射曰光を避け

て屎存してください。

1.■を奎る蒔は、よ|,姜答な'象住笙料」のご

使用をおすすめします。

2芭を基る尋ゃ、最I罰を横う路は.夫はお

対に使わないてくださt｀ .

3色 を塗る時や、接着剤を使う時は、必ず窓

をあけてくださt｀。
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組み立て る時の注意

由の羊 )は

0 目■ =L ―ルチユーブは、ビンセットを使つてはめこんでくださtヽ .
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●2組作 ります ..

/①  目日
長 い方 長 い方
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〈ビニールチュープ(矢 )〉

方

“`⑩
⑫

<t =-)vU 1-alX)>

●組み立てる前に一度脱明図 をよ く読
み ま しょう.
03品 を取 り出 した空袋は.4｀ さな子
供力・ 、 か・ドつたりしないよう、破 リ
すてて ください。
●部品は■

'を
た しかめ、ニ ッパーか

ナイフで きれ tヽ に切 りとり、よぶん
なところは.さ れいにけず

`,ま
す .

●部品は接差する前に一度組んでみて
接着するところをたしかめます.
●実線の矢印(・¨̈

"つ
は接着するとこ

ろ.点議の矢印(・・ Ⅲ●)は接差しな
いで、はめこむところです。接着す
るところには ×印がつ 、ヽて tヽ ます.
●部品のなかには.ゃ むをえす.と が
つたところ〆あるものがあ りますの

で気をつけて組み立てて くだ さい。
このマークΣ三)>がっいてぃます

線の矢印 ロロロロゆ とるす ろ 点 の嗅

`,

矢 なし とは接差 でろ す
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●④.⑩は手に接書
してもいいてしよ

つ

④(⑩ )●先に接箸します.0

′
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7C口に,〕る。    __
くビニールチユープ(細 )〉

※高さに性意

●左と右を件り

ます .

0 《定の組み立て》
様書しなヽヽ

□ 醍 |
接着 しない

①

くビニールチューブ(大 )〉
くビニールチュープ(大 )〉

く左もも
く右もも〉

穴

に
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こ
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く右 力
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く左 が わ〉
く左足首〉 く右足首〉
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xoと●は接着しない。
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0 くうて`と′足`0と り・つけ》 0局体に需うで、需たをはめこみます。

く右うで〉

⑬と①

●右うでにパワーラ/

チャー,3.C‐を接着

します.

く右足〉

く左うで〉

く左 足〉

0 ・頭部 |

①

一日

日日
①

「

´①④ Ｃ
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●頭部は接着しない.

… す.、ぃ  /%■、注の図参照
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日

く頭部〉 0

①

42

′tt.、                と,… =,ム}ヽ='   ひろヽヽ せまtヽ    く胴体後部〉

※011の へこみをこの部分に

あわせて接着します。
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